
　中世の武士は、主人によって所領（土地）を与えられ、そうした土地を生活の頼
みとしていました。武士によって守られてきた土地を「一所懸命之地」と呼びま
す。「一所懸命之地」という表現は南北朝時代の文書や『太平記』などの軍記物
（口絵）にあらわれます。
　また、武士は家の安泰や一族の繁栄を願って宝物を寺社へ寄進、あるいは神仏に
奉納し、寺社との密接な関係を築いてきました。寄進や奉納は信仰にもとづく行為
であると同時に、武士による土地経営などと深く関わっていました。
　長野市立博物館では、2026年10月10日（土）から12月6日（日）まで、秋季企画展
「信濃の武士と『一所懸命之地』―寄進・奉納とのかかわりから―」を開催します。
　本展では、信濃の武士と寺社との関係に着目し、武士によって寄進・奉納された
宝物の展示を通して、武士による土地経営の実態について考えます。

「信濃の武士と『一所懸命之地』― 寄進・奉納とのかかわりから ―」
秋季企画展紹介

口絵　太平記（真田宝物館蔵、左：巻11～12、右：33～283「新田佐兵衛左義興自害事」）
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　武士とは、平安時代以降に活躍した、武
を職能とする集団や構成員のことを指し
ます。武士たちが在地に土着し、領主とし
てその土地を支配するようになる要因と
して、次のような背景がありました。
　平安時代中期以降、多くの土地は朝廷
のものであり、国司と呼ばれる地方の役
人を通じて、租税を納めなければなりま
せんでした。
　そのため、私領の開発を推し進めてい
た一部の武士は、開発した土地を中央の
寺社や有力な貴族に寄進することで、国
司の介入から守ってもらいました。寺社や
貴族は寄進された土地を所有し収益を得
ることで、荘園を成立させていきました。
また、土地を開発した武士自身は寺社や
貴族からの庇護を受けながら、現地でそ
の実質的な管理・経営を行う荘官となって
いきました。
　鎌倉時代になると、そうした荘官のな
かから、土地を管理することを職務とした
地頭に任命される者が出てきます。地頭
のほとんどは、鎌倉幕府の将軍と主従関
係を結ぶ武士（御家人）でもありました。
　鎌倉時代の信濃国でも、武士がいたこ
とを確認することができます。
　源義家にゆかりのある京都の六条八幡
宮（若宮八幡宮）社殿の造営において、
信濃武士が造営料を負担していたことが
わかる記録が残されています（1）。
　この造営で、信濃武士は建治年間
（1275-78）に造営料を負担したと考え
られます（2）（図1)。造営料を負担した

信濃武士のなかには、北信濃に本拠地を
おく武士もみられます。
　元弘３年（1333）鎌倉幕府が滅亡する
と、信濃の武士たちは、執権北条高時の遺
児である時行を擁して旧地回復を目指し、
建武２年（1335）に鎌倉に攻め入りまし
た（中先代の乱）（3）。しかし、この挙兵は
足利尊氏によって制圧されてしまいます。
　南北朝時代になると、信濃の武士たち
も南朝方と北朝方に分かれました。小笠
原氏や村上氏は北朝方につき、仁科氏な
どは南朝方につきました。その後、室町時代
になり、応永６年（1399）に小笠原長秀が
信濃守護に任命されます（4）。この長秀の
信濃守護就任に対して、長沼の島津氏をは
じめとした信濃の武士たちが反抗します。こ
の頃、島津氏のような在地性の強い武士た
ちは国人と呼ばれていました。
　応永７年（1400）、信濃の武士と小笠
原氏の抗争が激化し、大塔合戦が発生し
ます。この合戦では、村上・仁科両氏が
中心となり、高梨氏や島津氏などの北信
濃の武士、そのほか東・南信濃の武士に

　高梨氏は高井郡を本拠地として、文明
年間（1469-87）頃より、地域的な結び
つきをもつ武士たち（一揆）を家臣化し
ていきます。中野を中心に、小布施・山ノ
内・飯山方面にかけて、一円的な支配を
展開していきました（5）。このように、
独自の家臣団（家中）を組織し、領域的
に支配を行うようになった権力体を国衆
と呼びます。
　そのような中で、明応９年（1500）11
月15日付の高梨政盛安堵状（史料1）が
発給されました。
　宛先の夜交六郎（景国）は、室町期以
来、高梨氏に仕えていた被官の一族で
す。この安堵状では、父（夜交甲斐守）
の譲状に従って、「信州高井郡夜交甲斐
守当知行之所、不残壱　所　　」と表現され、
所領（知行）が安堵されています。その
見返りに「忠節軍役」、すなわち、軍事
に関する負担を負わされました。この安

堵状では、父から譲られた所領が認めら
れた代わりに、高梨氏への奉公を行うこ
とが定められたことがわかります。
　北信濃には高梨氏の他に、埴科郡を本拠
地とした有力国衆の村上氏がいます。戦国
時代の村上義清は、佐久地域にも影響力
を及ぼし、一時期、現在の篠ノ井や千曲市
付近の領主も支配下においていました。
　天文20年（1551）以降、武田信玄は北
信濃の領主たちに対して、調略を行って
いき、それに成功していきます。このと
き義清は真田幸綱の調略によって砥石城
を奪われ、次第に没落していきました。
こうした情勢は、北信濃をめぐる、越後
の上杉謙信と甲斐の武田信玄による抗争
に繋がっていきます（川中島の戦い）。
　上杉氏や武田氏は一般的に戦国大名と
呼ばれます。戦国大名の支配構造は、国
衆のものとほとんど変わりません（6）。国
衆の中で他の国衆たちを従属させてい

き、領域的な支配を大きな規模で展開す
ることができた者たちが戦国大名と呼ば
れます。戦国大名化をとげた権力者の出
自は、守護や国衆、室町幕府の近臣など
様々です（7）。しかし、信濃でそういった
権力をもつ武士が現れることはありませ
んでした。
　元亀４年（1573）、武田信玄が死去
すると、勝頼が家督を継承しました。勝
頼は領土拡大方針をとりますが、天正
３年（1575）の長篠の戦いにおいて、
織田・徳川連合軍に敗北を喫してしまい
ます。その後、天正10年（1582）に武
田氏は滅亡してしまいます。
　武田氏の滅亡後、北信濃において重要
な拠点であった海津城（松代城）には、
織田信長配下の森長可が入りました。信
長が本能寺の変で倒れると、その後、上
杉景勝が入りました。
　松代城主は何度も変わりましたが、元
和８年（1622）、上田から真田信之（写真
2）が入って以降は、幕末まで真田家が松
代城主をつとめました。

　武士たちは戦争ののち、戦功などによ
って自身が支配できる土地（所領）を獲
得すると、その経営を行わなければなり
ませんでした。
　土地を把握する手段として、検注や検
地が実施されました。
　検注とは、中世の荘園領主などが、年
貢を徴収するために行った土地調査のこ
とを指します。田や畠（畑）一筆ごとの
田積・地主・作人・田畠の等級などを調
査しました。その調査では、杖や棹を使
用したと考えられます（8）。この方法は
江戸時代にも引き継がれました。
　この検注の流れを引いて、実施される
ようになったのが、検地です。田畠を丈
量する方法などは、検注とほとんど変わ
らないと考えられます（9）。検注は土地
測量の方法や測量に用いる度量衡が国や
荘園ごとにまちまちで、統一されていま
せん。それに対し、検地は特に太閤検地
以降、測量の方法や度量衡が統一されて
いきました。江戸時代の検地では、間竿
や間縄といった土地を測るための道具も
使用されていたことがわかっています。
　検地といえば、豊臣秀吉が全国規模で実
施した、太閤検地が有名です。ただし、検地
自体は、太閤検地よりも以前から、戦国大
名によって実施されていました。
　第１章でとり上げた高梨氏ら有力な武
士が、領域的な支配を行うようになる
と、土地の領有関係が整理されるように
なりました。そのような中で、「検地」
という用語が使用されるようになり、土
地の調査や丈量が行われるようになった

と想定されます。
　戦国大名は「貫」・「石」・「苅」・「蒔」と
いったように、大名によってばらばらの
単位で田畠などの耕地の生産力を表示し
ていました。そこで秀吉は、全国統一を
していくなかで、生産力の単位を全て
「石」で統一し、検地を実施していきま
した（太閤検地）。
　信濃国でも、太閤検地の実施が確認で
きます。北信濃には、秀吉配下の増田長
盛が検地奉行として派遣されました。当
館の寄託資料には、文禄４年（1595）
に検地が実施されたことを示す検地帳が
あります（写真3）。太閤検地が中氷鉋
村・下氷鉋村で実施されたことが確認で
きる貴重な資料です。
　検地が実施されることで、実施対象地
の村の生産力が判明するわけですが、そ
の生産力をもとに、年貢が徴収されま
す。年貢額を出すときは、籾などの穀物
を枡で量りました。
　枡は、中世を通じて寸法がばらばら
で、地域によって大きさに差があったと
いわれています。信濃国においても、諏

訪郡に諏訪枡・宮枡、安曇郡につる懸
枡、更級郡に桑原枡といった地域枡と呼
ばれる多様な枡が存在していました
（10）。また、信濃国では、枡によって計
量した収穫量を「俵」という単位で把握
していました。
　しかし、武田信玄が信濃を侵略してい
く過程で、基準となる枡を甲州枡に統一
していきます。甲州枡は、信玄の本拠地
である甲斐国で使用されていた枡です。
　その後、豊臣秀吉によって太閤検地が
実施されると、秀吉は京枡を基準としま
した（写真４）。京枡は、秀吉政権下の
信濃でも使用されるようになったと考え
られます。

　一升あたり、甲州枡は四方７寸５分（約
23㎝)、深さ３寸４分５厘(約10.5cm)
ほどで、京枡は四方４寸９分(約15cm)、
深さ２寸７分(8cm)ほどです。甲州枡
は京枡の容積の約３倍にあたり、明ら
かに大きさが違います。
　武士は土地を経営していくことは勿論
のこと、獲得した土地（所領）を子孫や一
族に伝えていきました。
　その際に作成されたのが譲状です。譲
状には、田地などの土地だけでなく、家や
蔵、資材、家具、衣類、武具といったものも
確認できます（11）。

第１章 中世から近世
― 北信濃を舞台に活躍した武士 ―

よる連合軍(大文字一揆)を組織し、小笠
原長秀と戦いました。戦いの様子は『大
塔物語』（写真１）といった書物などに記
されています。

　室町時代の北信濃では、大塔合戦で活躍
した高梨氏や村上氏が力を伸ばしていきま
した。

写真１　『大塔物語』（当館蔵）
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施した、太閤検地が有名です。ただし、検地
自体は、太閤検地よりも以前から、戦国大
名によって実施されていました。
　第１章でとり上げた高梨氏ら有力な武
士が、領域的な支配を行うようになる
と、土地の領有関係が整理されるように
なりました。そのような中で、「検地」
という用語が使用されるようになり、土
地の調査や丈量が行われるようになった

と想定されます。
　戦国大名は「貫」・「石」・「苅」・「蒔」と
いったように、大名によってばらばらの
単位で田畠などの耕地の生産力を表示し
ていました。そこで秀吉は、全国統一を
していくなかで、生産力の単位を全て
「石」で統一し、検地を実施していきま
した（太閤検地）。
　信濃国でも、太閤検地の実施が確認で
きます。北信濃には、秀吉配下の増田長
盛が検地奉行として派遣されました。当
館の寄託資料には、文禄４年（1595）
に検地が実施されたことを示す検地帳が
あります（写真3）。太閤検地が中氷鉋
村・下氷鉋村で実施されたことが確認で
きる貴重な資料です。
　検地が実施されることで、実施対象地
の村の生産力が判明するわけですが、そ
の生産力をもとに、年貢が徴収されま
す。年貢額を出すときは、籾などの穀物
を枡で量りました。
　枡は、中世を通じて寸法がばらばら
で、地域によって大きさに差があったと
いわれています。信濃国においても、諏

訪郡に諏訪枡・宮枡、安曇郡につる懸
枡、更級郡に桑原枡といった地域枡と呼
ばれる多様な枡が存在していました
（10）。また、信濃国では、枡によって計
量した収穫量を「俵」という単位で把握
していました。
　しかし、武田信玄が信濃を侵略してい
く過程で、基準となる枡を甲州枡に統一
していきます。甲州枡は、信玄の本拠地
である甲斐国で使用されていた枡です。
　その後、豊臣秀吉によって太閤検地が
実施されると、秀吉は京枡を基準としま
した（写真４）。京枡は、秀吉政権下の
信濃でも使用されるようになったと考え
られます。

　一升あたり、甲州枡は四方７寸５分（約
23㎝)、深さ３寸４分５厘(約10.5cm)
ほどで、京枡は四方４寸９分(約15cm)、
深さ２寸７分(8cm)ほどです。甲州枡
は京枡の容積の約３倍にあたり、明ら
かに大きさが違います。
　武士は土地を経営していくことは勿論
のこと、獲得した土地（所領）を子孫や一
族に伝えていきました。
　その際に作成されたのが譲状です。譲
状には、田地などの土地だけでなく、家や
蔵、資材、家具、衣類、武具といったものも
確認できます（11）。

!" #$ %&' ()* +*$

! "#$ %&'()* %&+,- ./0%&1 234%&

5 "#$ 6789)*: %&+;<=+;> ./0%&1 234%&

? "#$ @ABC: @AD2 EF0@A1 EF4GHI

J "#$ KLMNO: KLPKQR+K- KA0KLS TU4KL

V "#$ WXMNO: YZ0WXS [\4WI

] "#$ ^_`C: ab0^_1 @c4deab0

f "#$ gIh)ij: KA0kl1 234dmKA0nopc

q "#$ HmMNOij: Hmr$- st0HmS<1> u_0Uvc

w "#$ 6xy: Hmz{- st0HmS<1> u_0Uvc

!| "#$ }~<�->ÄÅ: HmÇ$ st0}�S u_0Uvc

!! "#$ ÉOÄÅ: u_0ÉOS ÑÖ4ÉO

!5 "#$ k<Ü->IBC: ./0ÜIS 234ÜI

!? "#$ TIBC: KA0TIS TU4

!J "#$ á3àâäij: á3ãå nç0á31 ké4dmI4

!V "#$ èêëCàâä: èêíì- EF0èêS EF4èê

!] "#$ 6îëC: EF0èêS EF4èê

!f "#$ ïñëC: ïóòô 8ö0ïóS 8ö4Kõcïó

!q "#$ �3`C: nç0�31 mI4�3

!w "#$ <ú->ùij: ./0úùS 234aûü

5| "#$ †°¢£ij: YZ0†°1 [\4i§•

5! "#$ ¢3ëCàâä: KA0¢3S ¢34¶l

55 "#$ ß®x©: YZ0ß®S [\4ß®

5? "#$ ™´¨≠Æ: ™´ØôQRØã- EF0™´S EF4™´

5J "#$ ∞±≠ij: ./0≤≥S 23423

5V "#$ ë¥àâä: st0ë¥1 234µ∂AdÑÖ4

5] "#$ ∑∏Åπ ∫ª$ºZ0∑∏1 §LçΩæø¿¡4

5f "#$ 4H¬âä√: ./04HS- 234%ü

5q "#$ ƒI≈C: KA0ƒIS 234%∆«I

5w "#$ »ƒ≈C: YZ0»«S [\4…d»«

?| "#$ AmBC: KA0AmS TU4Am

?! "#$  I≈: YZ0 1 [\4ÀÃ

?5 "#$ ÕŒ`C: YZ0ÕŒS ÕŒ4ÕŒc

?? œ–¢ —Ä“7”‘’ el÷◊ nç0ÕI1 mI4¢3

?J œ–¢ nÿ°ij: nÿ°2ò- EF0Ÿ31 EF43ó

?V œ–¢ ⁄€‹≤)*: ›€fiF ./0BI1 234d¢34dm./0fl‡c

·!7‚l„‰¥ÂÊÁËÈÍÎmÏÌÓÔÒ"#Ú—Û<BÙıˆ˜Ú234¯È\˘˙˚¸˝—Û>

!"#$%&'()*+,-./0123456789:;<2=>?@ABCDEFG5HIJKLMNOEP&QR*PS<TUVWXYZ[\]^_

`Gabc+deefgh+<ijklGmdca+nopSijkWpqrstu+fvvbgh+<wxkWGmfa+VWpySwxk+deezgh{|}~�&Ä(Å

よる連合軍(大文字一揆)を組織し、小笠
原長秀と戦いました。戦いの様子は『大
塔物語』（写真１）といった書物などに記
されています。

　室町時代の北信濃では、大塔合戦で活躍
した高梨氏や村上氏が力を伸ばしていきま
した。
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　武士とは、平安時代以降に活躍した、武
を職能とする集団や構成員のことを指し
ます。武士たちが在地に土着し、領主とし
てその土地を支配するようになる要因と
して、次のような背景がありました。
　平安時代中期以降、多くの土地は朝廷
のものであり、国司と呼ばれる地方の役
人を通じて、租税を納めなければなりま
せんでした。
　そのため、私領の開発を推し進めてい
た一部の武士は、開発した土地を中央の
寺社や有力な貴族に寄進することで、国
司の介入から守ってもらいました。寺社や
貴族は寄進された土地を所有し収益を得
ることで、荘園を成立させていきました。
また、土地を開発した武士自身は寺社や
貴族からの庇護を受けながら、現地でそ
の実質的な管理・経営を行う荘官となって
いきました。
　鎌倉時代になると、そうした荘官のな
かから、土地を管理することを職務とした
地頭に任命される者が出てきます。地頭
のほとんどは、鎌倉幕府の将軍と主従関
係を結ぶ武士（御家人）でもありました。
　鎌倉時代の信濃国でも、武士がいたこ
とを確認することができます。
　源義家にゆかりのある京都の六条八幡
宮（若宮八幡宮）社殿の造営において、
信濃武士が造営料を負担していたことが
わかる記録が残されています（1）。
　この造営で、信濃武士は建治年間
（1275-78）に造営料を負担したと考え
られます（2）（図1)。造営料を負担した

信濃武士のなかには、北信濃に本拠地を
おく武士もみられます。
　元弘３年（1333）鎌倉幕府が滅亡する
と、信濃の武士たちは、執権北条高時の遺
児である時行を擁して旧地回復を目指し、
建武２年（1335）に鎌倉に攻め入りまし
た（中先代の乱）（3）。しかし、この挙兵は
足利尊氏によって制圧されてしまいます。
　南北朝時代になると、信濃の武士たち
も南朝方と北朝方に分かれました。小笠
原氏や村上氏は北朝方につき、仁科氏な
どは南朝方につきました。その後、室町時代
になり、応永６年（1399）に小笠原長秀が
信濃守護に任命されます（4）。この長秀の
信濃守護就任に対して、長沼の島津氏をは
じめとした信濃の武士たちが反抗します。こ
の頃、島津氏のような在地性の強い武士た
ちは国人と呼ばれていました。
　応永７年（1400）、信濃の武士と小笠
原氏の抗争が激化し、大塔合戦が発生し
ます。この合戦では、村上・仁科両氏が
中心となり、高梨氏や島津氏などの北信
濃の武士、そのほか東・南信濃の武士に

　高梨氏は高井郡を本拠地として、文明
年間（1469-87）頃より、地域的な結び
つきをもつ武士たち（一揆）を家臣化し
ていきます。中野を中心に、小布施・山ノ
内・飯山方面にかけて、一円的な支配を
展開していきました（5）。このように、
独自の家臣団（家中）を組織し、領域的
に支配を行うようになった権力体を国衆
と呼びます。
　そのような中で、明応９年（1500）11
月15日付の高梨政盛安堵状（史料1）が
発給されました。
　宛先の夜交六郎（景国）は、室町期以
来、高梨氏に仕えていた被官の一族で
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守当知行之所、不残壱　所　　」と表現され、
所領（知行）が安堵されています。その
見返りに「忠節軍役」、すなわち、軍事
に関する負担を負わされました。この安

堵状では、父から譲られた所領が認めら
れた代わりに、高梨氏への奉公を行うこ
とが定められたことがわかります。
　北信濃には高梨氏の他に、埴科郡を本拠
地とした有力国衆の村上氏がいます。戦国
時代の村上義清は、佐久地域にも影響力
を及ぼし、一時期、現在の篠ノ井や千曲市
付近の領主も支配下においていました。
　天文20年（1551）以降、武田信玄は北
信濃の領主たちに対して、調略を行って
いき、それに成功していきます。このと
き義清は真田幸綱の調略によって砥石城
を奪われ、次第に没落していきました。
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衆のものとほとんど変わりません（6）。国
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れます。戦国大名化をとげた権力者の出
自は、守護や国衆、室町幕府の近臣など
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権力をもつ武士が現れることはありませ
んでした。
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されています。
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史料１　明応9年(1500)11月15日付高梨政盛安堵状(長野県立歴史館蔵「世間瀬文書」、『信濃史料』10巻・109頁)
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　武士とは、平安時代以降に活躍した、武
を職能とする集団や構成員のことを指し
ます。武士たちが在地に土着し、領主とし
てその土地を支配するようになる要因と
して、次のような背景がありました。
　平安時代中期以降、多くの土地は朝廷
のものであり、国司と呼ばれる地方の役
人を通じて、租税を納めなければなりま
せんでした。
　そのため、私領の開発を推し進めてい
た一部の武士は、開発した土地を中央の
寺社や有力な貴族に寄進することで、国
司の介入から守ってもらいました。寺社や
貴族は寄進された土地を所有し収益を得
ることで、荘園を成立させていきました。
また、土地を開発した武士自身は寺社や
貴族からの庇護を受けながら、現地でそ
の実質的な管理・経営を行う荘官となって
いきました。
　鎌倉時代になると、そうした荘官のな
かから、土地を管理することを職務とした
地頭に任命される者が出てきます。地頭
のほとんどは、鎌倉幕府の将軍と主従関
係を結ぶ武士（御家人）でもありました。
　鎌倉時代の信濃国でも、武士がいたこ
とを確認することができます。
　源義家にゆかりのある京都の六条八幡
宮（若宮八幡宮）社殿の造営において、
信濃武士が造営料を負担していたことが
わかる記録が残されています（1）。
　この造営で、信濃武士は建治年間
（1275-78）に造営料を負担したと考え
られます（2）（図1)。造営料を負担した

信濃武士のなかには、北信濃に本拠地を
おく武士もみられます。
　元弘３年（1333）鎌倉幕府が滅亡する
と、信濃の武士たちは、執権北条高時の遺
児である時行を擁して旧地回復を目指し、
建武２年（1335）に鎌倉に攻め入りまし
た（中先代の乱）（3）。しかし、この挙兵は
足利尊氏によって制圧されてしまいます。
　南北朝時代になると、信濃の武士たち
も南朝方と北朝方に分かれました。小笠
原氏や村上氏は北朝方につき、仁科氏な
どは南朝方につきました。その後、室町時代
になり、応永６年（1399）に小笠原長秀が
信濃守護に任命されます（4）。この長秀の
信濃守護就任に対して、長沼の島津氏をは
じめとした信濃の武士たちが反抗します。こ
の頃、島津氏のような在地性の強い武士た
ちは国人と呼ばれていました。
　応永７年（1400）、信濃の武士と小笠
原氏の抗争が激化し、大塔合戦が発生し
ます。この合戦では、村上・仁科両氏が
中心となり、高梨氏や島津氏などの北信
濃の武士、そのほか東・南信濃の武士に

　高梨氏は高井郡を本拠地として、文明
年間（1469-87）頃より、地域的な結び
つきをもつ武士たち（一揆）を家臣化し
ていきます。中野を中心に、小布施・山ノ
内・飯山方面にかけて、一円的な支配を
展開していきました（5）。このように、
独自の家臣団（家中）を組織し、領域的
に支配を行うようになった権力体を国衆
と呼びます。
　そのような中で、明応９年（1500）11
月15日付の高梨政盛安堵状（史料1）が
発給されました。
　宛先の夜交六郎（景国）は、室町期以
来、高梨氏に仕えていた被官の一族で
す。この安堵状では、父（夜交甲斐守）
の譲状に従って、「信州高井郡夜交甲斐
守当知行之所、不残壱　所　　」と表現され、
所領（知行）が安堵されています。その
見返りに「忠節軍役」、すなわち、軍事
に関する負担を負わされました。この安

堵状では、父から譲られた所領が認めら
れた代わりに、高梨氏への奉公を行うこ
とが定められたことがわかります。
　北信濃には高梨氏の他に、埴科郡を本拠
地とした有力国衆の村上氏がいます。戦国
時代の村上義清は、佐久地域にも影響力
を及ぼし、一時期、現在の篠ノ井や千曲市
付近の領主も支配下においていました。
　天文20年（1551）以降、武田信玄は北
信濃の領主たちに対して、調略を行って
いき、それに成功していきます。このと
き義清は真田幸綱の調略によって砥石城
を奪われ、次第に没落していきました。
こうした情勢は、北信濃をめぐる、越後
の上杉謙信と甲斐の武田信玄による抗争
に繋がっていきます（川中島の戦い）。
　上杉氏や武田氏は一般的に戦国大名と
呼ばれます。戦国大名の支配構造は、国
衆のものとほとんど変わりません（6）。国
衆の中で他の国衆たちを従属させてい

き、領域的な支配を大きな規模で展開す
ることができた者たちが戦国大名と呼ば
れます。戦国大名化をとげた権力者の出
自は、守護や国衆、室町幕府の近臣など
様々です（7）。しかし、信濃でそういった
権力をもつ武士が現れることはありませ
んでした。
　元亀４年（1573）、武田信玄が死去
すると、勝頼が家督を継承しました。勝
頼は領土拡大方針をとりますが、天正
３年（1575）の長篠の戦いにおいて、
織田・徳川連合軍に敗北を喫してしまい
ます。その後、天正10年（1582）に武
田氏は滅亡してしまいます。
　武田氏の滅亡後、北信濃において重要
な拠点であった海津城（松代城）には、
織田信長配下の森長可が入りました。信
長が本能寺の変で倒れると、その後、上
杉景勝が入りました。
　松代城主は何度も変わりましたが、元
和８年（1622）、上田から真田信之（写真
2）が入って以降は、幕末まで真田家が松
代城主をつとめました。

　武士たちは戦争ののち、戦功などによ
って自身が支配できる土地（所領）を獲
得すると、その経営を行わなければなり
ませんでした。
　土地を把握する手段として、検注や検
地が実施されました。
　検注とは、中世の荘園領主などが、年
貢を徴収するために行った土地調査のこ
とを指します。田や畠（畑）一筆ごとの
田積・地主・作人・田畠の等級などを調
査しました。その調査では、杖や棹を使
用したと考えられます（8）。この方法は
江戸時代にも引き継がれました。
　この検注の流れを引いて、実施される
ようになったのが、検地です。田畠を丈
量する方法などは、検注とほとんど変わ
らないと考えられます（9）。検注は土地
測量の方法や測量に用いる度量衡が国や
荘園ごとにまちまちで、統一されていま
せん。それに対し、検地は特に太閤検地
以降、測量の方法や度量衡が統一されて
いきました。江戸時代の検地では、間竿
や間縄といった土地を測るための道具も
使用されていたことがわかっています。
　検地といえば、豊臣秀吉が全国規模で実
施した、太閤検地が有名です。ただし、検地
自体は、太閤検地よりも以前から、戦国大
名によって実施されていました。
　第１章でとり上げた高梨氏ら有力な武
士が、領域的な支配を行うようになる
と、土地の領有関係が整理されるように
なりました。そのような中で、「検地」
という用語が使用されるようになり、土
地の調査や丈量が行われるようになった

と想定されます。
　戦国大名は「貫」・「石」・「苅」・「蒔」と
いったように、大名によってばらばらの
単位で田畠などの耕地の生産力を表示し
ていました。そこで秀吉は、全国統一を
していくなかで、生産力の単位を全て
「石」で統一し、検地を実施していきま
した（太閤検地）。
　信濃国でも、太閤検地の実施が確認で
きます。北信濃には、秀吉配下の増田長
盛が検地奉行として派遣されました。当
館の寄託資料には、文禄４年（1595）
に検地が実施されたことを示す検地帳が
あります（写真3）。太閤検地が中氷鉋
村・下氷鉋村で実施されたことが確認で
きる貴重な資料です。
　検地が実施されることで、実施対象地
の村の生産力が判明するわけですが、そ
の生産力をもとに、年貢が徴収されま
す。年貢額を出すときは、籾などの穀物
を枡で量りました。
　枡は、中世を通じて寸法がばらばら
で、地域によって大きさに差があったと
いわれています。信濃国においても、諏

訪郡に諏訪枡・宮枡、安曇郡につる懸
枡、更級郡に桑原枡といった地域枡と呼
ばれる多様な枡が存在していました
（10）。また、信濃国では、枡によって計
量した収穫量を「俵」という単位で把握
していました。
　しかし、武田信玄が信濃を侵略してい
く過程で、基準となる枡を甲州枡に統一
していきます。甲州枡は、信玄の本拠地
である甲斐国で使用されていた枡です。
　その後、豊臣秀吉によって太閤検地が
実施されると、秀吉は京枡を基準としま
した（写真４）。京枡は、秀吉政権下の
信濃でも使用されるようになったと考え
られます。

　一升あたり、甲州枡は四方７寸５分（約
23㎝)、深さ３寸４分５厘(約10.5cm)
ほどで、京枡は四方４寸９分(約15cm)、
深さ２寸７分(8cm)ほどです。甲州枡
は京枡の容積の約３倍にあたり、明ら
かに大きさが違います。
　武士は土地を経営していくことは勿論
のこと、獲得した土地（所領）を子孫や一
族に伝えていきました。
　その際に作成されたのが譲状です。譲
状には、田地などの土地だけでなく、家や
蔵、資材、家具、衣類、武具といったものも
確認できます（11）。

第２章 武士の土地経営

よる連合軍(大文字一揆)を組織し、小笠
原長秀と戦いました。戦いの様子は『大
塔物語』（写真１）といった書物などに記
されています。

　室町時代の北信濃では、大塔合戦で活躍
した高梨氏や村上氏が力を伸ばしていきま
した。
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写真２　武靖大明神（真田信之）画像（真田宝物館蔵）
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　武士とは、平安時代以降に活躍した、武
を職能とする集団や構成員のことを指し
ます。武士たちが在地に土着し、領主とし
てその土地を支配するようになる要因と
して、次のような背景がありました。
　平安時代中期以降、多くの土地は朝廷
のものであり、国司と呼ばれる地方の役
人を通じて、租税を納めなければなりま
せんでした。
　そのため、私領の開発を推し進めてい
た一部の武士は、開発した土地を中央の
寺社や有力な貴族に寄進することで、国
司の介入から守ってもらいました。寺社や
貴族は寄進された土地を所有し収益を得
ることで、荘園を成立させていきました。
また、土地を開発した武士自身は寺社や
貴族からの庇護を受けながら、現地でそ
の実質的な管理・経営を行う荘官となって
いきました。
　鎌倉時代になると、そうした荘官のな
かから、土地を管理することを職務とした
地頭に任命される者が出てきます。地頭
のほとんどは、鎌倉幕府の将軍と主従関
係を結ぶ武士（御家人）でもありました。
　鎌倉時代の信濃国でも、武士がいたこ
とを確認することができます。
　源義家にゆかりのある京都の六条八幡
宮（若宮八幡宮）社殿の造営において、
信濃武士が造営料を負担していたことが
わかる記録が残されています（1）。
　この造営で、信濃武士は建治年間
（1275-78）に造営料を負担したと考え
られます（2）（図1)。造営料を負担した

信濃武士のなかには、北信濃に本拠地を
おく武士もみられます。
　元弘３年（1333）鎌倉幕府が滅亡する
と、信濃の武士たちは、執権北条高時の遺
児である時行を擁して旧地回復を目指し、
建武２年（1335）に鎌倉に攻め入りまし
た（中先代の乱）（3）。しかし、この挙兵は
足利尊氏によって制圧されてしまいます。
　南北朝時代になると、信濃の武士たち
も南朝方と北朝方に分かれました。小笠
原氏や村上氏は北朝方につき、仁科氏な
どは南朝方につきました。その後、室町時代
になり、応永６年（1399）に小笠原長秀が
信濃守護に任命されます（4）。この長秀の
信濃守護就任に対して、長沼の島津氏をは
じめとした信濃の武士たちが反抗します。こ
の頃、島津氏のような在地性の強い武士た
ちは国人と呼ばれていました。
　応永７年（1400）、信濃の武士と小笠
原氏の抗争が激化し、大塔合戦が発生し
ます。この合戦では、村上・仁科両氏が
中心となり、高梨氏や島津氏などの北信
濃の武士、そのほか東・南信濃の武士に

　高梨氏は高井郡を本拠地として、文明
年間（1469-87）頃より、地域的な結び
つきをもつ武士たち（一揆）を家臣化し
ていきます。中野を中心に、小布施・山ノ
内・飯山方面にかけて、一円的な支配を
展開していきました（5）。このように、
独自の家臣団（家中）を組織し、領域的
に支配を行うようになった権力体を国衆
と呼びます。
　そのような中で、明応９年（1500）11
月15日付の高梨政盛安堵状（史料1）が
発給されました。
　宛先の夜交六郎（景国）は、室町期以
来、高梨氏に仕えていた被官の一族で
す。この安堵状では、父（夜交甲斐守）
の譲状に従って、「信州高井郡夜交甲斐
守当知行之所、不残壱　所　　」と表現され、
所領（知行）が安堵されています。その
見返りに「忠節軍役」、すなわち、軍事
に関する負担を負わされました。この安

堵状では、父から譲られた所領が認めら
れた代わりに、高梨氏への奉公を行うこ
とが定められたことがわかります。
　北信濃には高梨氏の他に、埴科郡を本拠
地とした有力国衆の村上氏がいます。戦国
時代の村上義清は、佐久地域にも影響力
を及ぼし、一時期、現在の篠ノ井や千曲市
付近の領主も支配下においていました。
　天文20年（1551）以降、武田信玄は北
信濃の領主たちに対して、調略を行って
いき、それに成功していきます。このと
き義清は真田幸綱の調略によって砥石城
を奪われ、次第に没落していきました。
こうした情勢は、北信濃をめぐる、越後
の上杉謙信と甲斐の武田信玄による抗争
に繋がっていきます（川中島の戦い）。
　上杉氏や武田氏は一般的に戦国大名と
呼ばれます。戦国大名の支配構造は、国
衆のものとほとんど変わりません（6）。国
衆の中で他の国衆たちを従属させてい

き、領域的な支配を大きな規模で展開す
ることができた者たちが戦国大名と呼ば
れます。戦国大名化をとげた権力者の出
自は、守護や国衆、室町幕府の近臣など
様々です（7）。しかし、信濃でそういった
権力をもつ武士が現れることはありませ
んでした。
　元亀４年（1573）、武田信玄が死去
すると、勝頼が家督を継承しました。勝
頼は領土拡大方針をとりますが、天正
３年（1575）の長篠の戦いにおいて、
織田・徳川連合軍に敗北を喫してしまい
ます。その後、天正10年（1582）に武
田氏は滅亡してしまいます。
　武田氏の滅亡後、北信濃において重要
な拠点であった海津城（松代城）には、
織田信長配下の森長可が入りました。信
長が本能寺の変で倒れると、その後、上
杉景勝が入りました。
　松代城主は何度も変わりましたが、元
和８年（1622）、上田から真田信之（写真
2）が入って以降は、幕末まで真田家が松
代城主をつとめました。

　武士たちは戦争ののち、戦功などによ
って自身が支配できる土地（所領）を獲
得すると、その経営を行わなければなり
ませんでした。
　土地を把握する手段として、検注や検
地が実施されました。
　検注とは、中世の荘園領主などが、年
貢を徴収するために行った土地調査のこ
とを指します。田や畠（畑）一筆ごとの
田積・地主・作人・田畠の等級などを調
査しました。その調査では、杖や棹を使
用したと考えられます（8）。この方法は
江戸時代にも引き継がれました。
　この検注の流れを引いて、実施される
ようになったのが、検地です。田畠を丈
量する方法などは、検注とほとんど変わ
らないと考えられます（9）。検注は土地
測量の方法や測量に用いる度量衡が国や
荘園ごとにまちまちで、統一されていま
せん。それに対し、検地は特に太閤検地
以降、測量の方法や度量衡が統一されて
いきました。江戸時代の検地では、間竿
や間縄といった土地を測るための道具も
使用されていたことがわかっています。
　検地といえば、豊臣秀吉が全国規模で実
施した、太閤検地が有名です。ただし、検地
自体は、太閤検地よりも以前から、戦国大
名によって実施されていました。
　第１章でとり上げた高梨氏ら有力な武
士が、領域的な支配を行うようになる
と、土地の領有関係が整理されるように
なりました。そのような中で、「検地」
という用語が使用されるようになり、土
地の調査や丈量が行われるようになった

と想定されます。
　戦国大名は「貫」・「石」・「苅」・「蒔」と
いったように、大名によってばらばらの
単位で田畠などの耕地の生産力を表示し
ていました。そこで秀吉は、全国統一を
していくなかで、生産力の単位を全て
「石」で統一し、検地を実施していきま
した（太閤検地）。
　信濃国でも、太閤検地の実施が確認で
きます。北信濃には、秀吉配下の増田長
盛が検地奉行として派遣されました。当
館の寄託資料には、文禄４年（1595）
に検地が実施されたことを示す検地帳が
あります（写真3）。太閤検地が中氷鉋
村・下氷鉋村で実施されたことが確認で
きる貴重な資料です。
　検地が実施されることで、実施対象地
の村の生産力が判明するわけですが、そ
の生産力をもとに、年貢が徴収されま
す。年貢額を出すときは、籾などの穀物
を枡で量りました。
　枡は、中世を通じて寸法がばらばら
で、地域によって大きさに差があったと
いわれています。信濃国においても、諏

訪郡に諏訪枡・宮枡、安曇郡につる懸
枡、更級郡に桑原枡といった地域枡と呼
ばれる多様な枡が存在していました
（10）。また、信濃国では、枡によって計
量した収穫量を「俵」という単位で把握
していました。
　しかし、武田信玄が信濃を侵略してい
く過程で、基準となる枡を甲州枡に統一
していきます。甲州枡は、信玄の本拠地
である甲斐国で使用されていた枡です。
　その後、豊臣秀吉によって太閤検地が
実施されると、秀吉は京枡を基準としま
した（写真４）。京枡は、秀吉政権下の
信濃でも使用されるようになったと考え
られます。

　一升あたり、甲州枡は四方７寸５分（約
23㎝)、深さ３寸４分５厘(約10.5cm)
ほどで、京枡は四方４寸９分(約15cm)、
深さ２寸７分(8cm)ほどです。甲州枡
は京枡の容積の約３倍にあたり、明ら
かに大きさが違います。
　武士は土地を経営していくことは勿論
のこと、獲得した土地（所領）を子孫や一
族に伝えていきました。
　その際に作成されたのが譲状です。譲
状には、田地などの土地だけでなく、家や
蔵、資材、家具、衣類、武具といったものも
確認できます（11）。

よる連合軍(大文字一揆)を組織し、小笠
原長秀と戦いました。戦いの様子は『大
塔物語』（写真１）といった書物などに記
されています。

　室町時代の北信濃では、大塔合戦で活躍
した高梨氏や村上氏が力を伸ばしていきま
した。

写真３ 文禄四年中氷鉋村下氷鉋村御検地帳
 （個人蔵・当館寄託、市指定文化財）

写真4　大坂城跡から出土した京桝（大阪府教育委員会蔵）
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　武士とは、平安時代以降に活躍した、武
を職能とする集団や構成員のことを指し
ます。武士たちが在地に土着し、領主とし
てその土地を支配するようになる要因と
して、次のような背景がありました。
　平安時代中期以降、多くの土地は朝廷
のものであり、国司と呼ばれる地方の役
人を通じて、租税を納めなければなりま
せんでした。
　そのため、私領の開発を推し進めてい
た一部の武士は、開発した土地を中央の
寺社や有力な貴族に寄進することで、国
司の介入から守ってもらいました。寺社や
貴族は寄進された土地を所有し収益を得
ることで、荘園を成立させていきました。
また、土地を開発した武士自身は寺社や
貴族からの庇護を受けながら、現地でそ
の実質的な管理・経営を行う荘官となって
いきました。
　鎌倉時代になると、そうした荘官のな
かから、土地を管理することを職務とした
地頭に任命される者が出てきます。地頭
のほとんどは、鎌倉幕府の将軍と主従関
係を結ぶ武士（御家人）でもありました。
　鎌倉時代の信濃国でも、武士がいたこ
とを確認することができます。
　源義家にゆかりのある京都の六条八幡
宮（若宮八幡宮）社殿の造営において、
信濃武士が造営料を負担していたことが
わかる記録が残されています（1）。
　この造営で、信濃武士は建治年間
（1275-78）に造営料を負担したと考え
られます（2）（図1)。造営料を負担した

信濃武士のなかには、北信濃に本拠地を
おく武士もみられます。
　元弘３年（1333）鎌倉幕府が滅亡する
と、信濃の武士たちは、執権北条高時の遺
児である時行を擁して旧地回復を目指し、
建武２年（1335）に鎌倉に攻め入りまし
た（中先代の乱）（3）。しかし、この挙兵は
足利尊氏によって制圧されてしまいます。
　南北朝時代になると、信濃の武士たち
も南朝方と北朝方に分かれました。小笠
原氏や村上氏は北朝方につき、仁科氏な
どは南朝方につきました。その後、室町時代
になり、応永６年（1399）に小笠原長秀が
信濃守護に任命されます（4）。この長秀の
信濃守護就任に対して、長沼の島津氏をは
じめとした信濃の武士たちが反抗します。こ
の頃、島津氏のような在地性の強い武士た
ちは国人と呼ばれていました。
　応永７年（1400）、信濃の武士と小笠
原氏の抗争が激化し、大塔合戦が発生し
ます。この合戦では、村上・仁科両氏が
中心となり、高梨氏や島津氏などの北信
濃の武士、そのほか東・南信濃の武士に

　高梨氏は高井郡を本拠地として、文明
年間（1469-87）頃より、地域的な結び
つきをもつ武士たち（一揆）を家臣化し
ていきます。中野を中心に、小布施・山ノ
内・飯山方面にかけて、一円的な支配を
展開していきました（5）。このように、
独自の家臣団（家中）を組織し、領域的
に支配を行うようになった権力体を国衆
と呼びます。
　そのような中で、明応９年（1500）11
月15日付の高梨政盛安堵状（史料1）が
発給されました。
　宛先の夜交六郎（景国）は、室町期以
来、高梨氏に仕えていた被官の一族で
す。この安堵状では、父（夜交甲斐守）
の譲状に従って、「信州高井郡夜交甲斐
守当知行之所、不残壱　所　　」と表現され、
所領（知行）が安堵されています。その
見返りに「忠節軍役」、すなわち、軍事
に関する負担を負わされました。この安

堵状では、父から譲られた所領が認めら
れた代わりに、高梨氏への奉公を行うこ
とが定められたことがわかります。
　北信濃には高梨氏の他に、埴科郡を本拠
地とした有力国衆の村上氏がいます。戦国
時代の村上義清は、佐久地域にも影響力
を及ぼし、一時期、現在の篠ノ井や千曲市
付近の領主も支配下においていました。
　天文20年（1551）以降、武田信玄は北
信濃の領主たちに対して、調略を行って
いき、それに成功していきます。このと
き義清は真田幸綱の調略によって砥石城
を奪われ、次第に没落していきました。
こうした情勢は、北信濃をめぐる、越後
の上杉謙信と甲斐の武田信玄による抗争
に繋がっていきます（川中島の戦い）。
　上杉氏や武田氏は一般的に戦国大名と
呼ばれます。戦国大名の支配構造は、国
衆のものとほとんど変わりません（6）。国
衆の中で他の国衆たちを従属させてい

き、領域的な支配を大きな規模で展開す
ることができた者たちが戦国大名と呼ば
れます。戦国大名化をとげた権力者の出
自は、守護や国衆、室町幕府の近臣など
様々です（7）。しかし、信濃でそういった
権力をもつ武士が現れることはありませ
んでした。
　元亀４年（1573）、武田信玄が死去
すると、勝頼が家督を継承しました。勝
頼は領土拡大方針をとりますが、天正
３年（1575）の長篠の戦いにおいて、
織田・徳川連合軍に敗北を喫してしまい
ます。その後、天正10年（1582）に武
田氏は滅亡してしまいます。
　武田氏の滅亡後、北信濃において重要
な拠点であった海津城（松代城）には、
織田信長配下の森長可が入りました。信
長が本能寺の変で倒れると、その後、上
杉景勝が入りました。
　松代城主は何度も変わりましたが、元
和８年（1622）、上田から真田信之（写真
2）が入って以降は、幕末まで真田家が松
代城主をつとめました。

　武士たちは戦争ののち、戦功などによ
って自身が支配できる土地（所領）を獲
得すると、その経営を行わなければなり
ませんでした。
　土地を把握する手段として、検注や検
地が実施されました。
　検注とは、中世の荘園領主などが、年
貢を徴収するために行った土地調査のこ
とを指します。田や畠（畑）一筆ごとの
田積・地主・作人・田畠の等級などを調
査しました。その調査では、杖や棹を使
用したと考えられます（8）。この方法は
江戸時代にも引き継がれました。
　この検注の流れを引いて、実施される
ようになったのが、検地です。田畠を丈
量する方法などは、検注とほとんど変わ
らないと考えられます（9）。検注は土地
測量の方法や測量に用いる度量衡が国や
荘園ごとにまちまちで、統一されていま
せん。それに対し、検地は特に太閤検地
以降、測量の方法や度量衡が統一されて
いきました。江戸時代の検地では、間竿
や間縄といった土地を測るための道具も
使用されていたことがわかっています。
　検地といえば、豊臣秀吉が全国規模で実
施した、太閤検地が有名です。ただし、検地
自体は、太閤検地よりも以前から、戦国大
名によって実施されていました。
　第１章でとり上げた高梨氏ら有力な武
士が、領域的な支配を行うようになる
と、土地の領有関係が整理されるように
なりました。そのような中で、「検地」
という用語が使用されるようになり、土
地の調査や丈量が行われるようになった

と想定されます。
　戦国大名は「貫」・「石」・「苅」・「蒔」と
いったように、大名によってばらばらの
単位で田畠などの耕地の生産力を表示し
ていました。そこで秀吉は、全国統一を
していくなかで、生産力の単位を全て
「石」で統一し、検地を実施していきま
した（太閤検地）。
　信濃国でも、太閤検地の実施が確認で
きます。北信濃には、秀吉配下の増田長
盛が検地奉行として派遣されました。当
館の寄託資料には、文禄４年（1595）
に検地が実施されたことを示す検地帳が
あります（写真3）。太閤検地が中氷鉋
村・下氷鉋村で実施されたことが確認で
きる貴重な資料です。
　検地が実施されることで、実施対象地
の村の生産力が判明するわけですが、そ
の生産力をもとに、年貢が徴収されま
す。年貢額を出すときは、籾などの穀物
を枡で量りました。
　枡は、中世を通じて寸法がばらばら
で、地域によって大きさに差があったと
いわれています。信濃国においても、諏

訪郡に諏訪枡・宮枡、安曇郡につる懸
枡、更級郡に桑原枡といった地域枡と呼
ばれる多様な枡が存在していました
（10）。また、信濃国では、枡によって計
量した収穫量を「俵」という単位で把握
していました。
　しかし、武田信玄が信濃を侵略してい
く過程で、基準となる枡を甲州枡に統一
していきます。甲州枡は、信玄の本拠地
である甲斐国で使用されていた枡です。
　その後、豊臣秀吉によって太閤検地が
実施されると、秀吉は京枡を基準としま
した（写真４）。京枡は、秀吉政権下の
信濃でも使用されるようになったと考え
られます。

　一升あたり、甲州枡は四方７寸５分（約
23㎝)、深さ３寸４分５厘(約10.5cm)
ほどで、京枡は四方４寸９分(約15cm)、
深さ２寸７分(8cm)ほどです。甲州枡
は京枡の容積の約３倍にあたり、明ら
かに大きさが違います。
　武士は土地を経営していくことは勿論
のこと、獲得した土地（所領）を子孫や一
族に伝えていきました。
　その際に作成されたのが譲状です。譲
状には、田地などの土地だけでなく、家や
蔵、資材、家具、衣類、武具といったものも
確認できます（11）。

　武士が神仏を軍神として、一門・一族
をあげて崇拝していた事例はたくさんあ
ります。例えば、八幡大菩薩は、戦勝祈
願の対象でした。これは、武家の一般的
な祈願対象といえるでしょう（12）。
　神仏をまつる寺社への武士の信仰は、
寺社への寄進・奉納に繋がっていくもの
と考えられます。
　寄進は、寺社に金銭や物品を寄付する
行為で、寺社による加護を目的としてい
ました。また、奉納は、神仏に対して物
品などを捧げる行為のことを指すため
（13）、願文など、神仏への祈願のために
作成した文書が奉納されることもありま
した。
　どちらの場合でも、銭貨や武具、米と
いった物品だけではなく、土地も重要な
財産として扱われていました。
　武士は所領の保全をはかるために、寺
社へ土地を寄進することがありました。
戦国時代になると、古くから影響力をも
つ寺社に対し、戦国大名や国衆が土地を
寄進して保護をしているという姿勢をみ
せることで、領民に対し、領主としての
立場を示しました（14）。

　こうした際に、武士たちが寄進をする
土地の範囲や、その土地をもとにした生
産力などは、検注や検地を実施して決め
られたことがわかっています。
　信濃国における代表的な事例の一つ
は、徳川家康が善光寺に対して、慶長
６年(1601)に1000石を寺領として寄付
した事例です（15）。1000石の内訳が記
された目録には（16）、水内郡内の「長
野」・「箱清水」・「七瀬川原」・「三輪村之
内(三輪村の一部)」といった記述があり
ます。
　川中島の戦いで衝突した武田信玄や上
杉謙信も、神仏を信仰していました。信
玄は不動明王、謙信は毘沙門天などを信
仰したことがわかっています。信玄や謙
信にゆかりのある像も、長野市には残さ
れています（写真５・６）。
　信玄や謙信は、願文で戦勝を祈願する
とともに、戦いに勝利した際には、願文
を通して、神仏の加護によるものと周囲
にアピールしました（17）。
　信玄は、勝利が神仏によって保証され
ている、神仏のおかげで勝利したといっ
た内容が記された願文を作成していま
す。この願文には、具足や馬、土地を奉
納したことも記されています。一方、謙

信は、勝利を祈願した願文の中で武田
氏や相模の北条氏など、敵対する戦国
大名の非道を書き連ねています。これ
は、勝利を祈願した願文でした。武士
は、願文や土地、物品の奉納を通じて
戦での戦勝を祈願し、勝利をアピール
していたのです。
　以上のことから、武士の寺社への寄進
や奉納には、所領の保全を目的としたも
のや、戦勝祈願のために作成された願文
などがあったといえます。また、寄進や
奉納という行為が、戦争という状況のな
かで、土地支配の強化をはかる手段とし
て利用されたという側面をみることがで
きます。

　今回のだよりでは、武士によって寄
進・奉納された宝物や古文書を通して、
武士たちの土地経営や寺社とのかかわり
を紹介してきました。
　川中島の戦いのような合戦を引き起こ
し、土地を奪い征服するといったイメー
ジが強い武士ですが、彼らは、合戦で戦
うだけでなく、日常的に支配している土
地の生産力を把握し、管理していまし
た。そうした土地を、一族に守り伝えて
いたのです。
　本展が信濃の武士を新たな視点から見
つめるきっかけになれば幸いです。

（石田将大）

第３章 寄進と奉納

よる連合軍(大文字一揆)を組織し、小笠
原長秀と戦いました。戦いの様子は『大
塔物語』（写真１）といった書物などに記
されています。

　室町時代の北信濃では、大塔合戦で活躍
した高梨氏や村上氏が力を伸ばしていきま
した。

写真5 不動明王立像
 （不動寺蔵、写真は長
 野市文化財課提供）

写真6　毘沙門天立像
 （長秀院蔵）

6



　武士が神仏を軍神として、一門・一族
をあげて崇拝していた事例はたくさんあ
ります。例えば、八幡大菩薩は、戦勝祈
願の対象でした。これは、武家の一般的
な祈願対象といえるでしょう（12）。
　神仏をまつる寺社への武士の信仰は、
寺社への寄進・奉納に繋がっていくもの
と考えられます。
　寄進は、寺社に金銭や物品を寄付する
行為で、寺社による加護を目的としてい
ました。また、奉納は、神仏に対して物
品などを捧げる行為のことを指すため
（13）、願文など、神仏への祈願のために
作成した文書が奉納されることもありま
した。
　どちらの場合でも、銭貨や武具、米と
いった物品だけではなく、土地も重要な
財産として扱われていました。
　武士は所領の保全をはかるために、寺
社へ土地を寄進することがありました。
戦国時代になると、古くから影響力をも
つ寺社に対し、戦国大名や国衆が土地を
寄進して保護をしているという姿勢をみ
せることで、領民に対し、領主としての
立場を示しました（14）。

　こうした際に、武士たちが寄進をする
土地の範囲や、その土地をもとにした生
産力などは、検注や検地を実施して決め
られたことがわかっています。
　信濃国における代表的な事例の一つ
は、徳川家康が善光寺に対して、慶長
６年(1601)に1000石を寺領として寄付
した事例です（15）。1000石の内訳が記
された目録には（16）、水内郡内の「長
野」・「箱清水」・「七瀬川原」・「三輪村之
内(三輪村の一部)」といった記述があり
ます。
　川中島の戦いで衝突した武田信玄や上
杉謙信も、神仏を信仰していました。信
玄は不動明王、謙信は毘沙門天などを信
仰したことがわかっています。信玄や謙
信にゆかりのある像も、長野市には残さ
れています（写真５・６）。
　信玄や謙信は、願文で戦勝を祈願する
とともに、戦いに勝利した際には、願文
を通して、神仏の加護によるものと周囲
にアピールしました（17）。
　信玄は、勝利が神仏によって保証され
ている、神仏のおかげで勝利したといっ
た内容が記された願文を作成していま
す。この願文には、具足や馬、土地を奉
納したことも記されています。一方、謙

信は、勝利を祈願した願文の中で武田
氏や相模の北条氏など、敵対する戦国
大名の非道を書き連ねています。これ
は、勝利を祈願した願文でした。武士
は、願文や土地、物品の奉納を通じて
戦での戦勝を祈願し、勝利をアピール
していたのです。
　以上のことから、武士の寺社への寄進
や奉納には、所領の保全を目的としたも
のや、戦勝祈願のために作成された願文
などがあったといえます。また、寄進や
奉納という行為が、戦争という状況のな
かで、土地支配の強化をはかる手段とし
て利用されたという側面をみることがで
きます。

　今回のだよりでは、武士によって寄
進・奉納された宝物や古文書を通して、
武士たちの土地経営や寺社とのかかわり
を紹介してきました。
　川中島の戦いのような合戦を引き起こ
し、土地を奪い征服するといったイメー
ジが強い武士ですが、彼らは、合戦で戦
うだけでなく、日常的に支配している土
地の生産力を把握し、管理していまし
た。そうした土地を、一族に守り伝えて
いたのです。
　本展が信濃の武士を新たな視点から見
つめるきっかけになれば幸いです。

（石田将大）
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